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東秩父村和紙の里　 82－1468

図書館からのお知らせ

　和紙の里では紙漉き体験を随時募集し

ています。花を使ったタペストリーなど

メニューも豊富になっていますので、伝

統工芸の和紙を楽しく漉いてみませんか？

また、お食事処『すきふね』は、打ちたての

おいしいお蕎麦が食べられると評判です。東秩父を満喫したいなら、

ぜひ和紙の里にお越しください。

　読みたい本がありましたらリクエストも

できますのでご利用ください。

～ 新刊図書のご案内（一部）～
　・山里の記憶（３）…2013年3月15日付

　　「埼玉新聞」で紹介されました。（東秩

　　父村が載ってます）

　・誇りについて　

　・心

　・色彩を持たな

　　い多崎つくる

　　と、彼の巡礼

　　の年

　・神様しか知らない秘密

　・真夏の方程式

　・金持ちになる方法はあるけれど、金持

　　ちになって君はどうするの？

　・つるかめ助産院

和紙漉き体験はどなたでもでき
ます！（子どもたちだって、ほ
ら漉けた！）
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